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小学校における生活資料の保存と活用

はじめに

京都造形芸術大学歴史遺産学科

教授伊達仁美

京都造形芸術大学では、平成 19年 (2007)度に、左京区の小学校等で、収蔵されている地域の

文化遺産の保存と活用について調査をおこなった。それは、左京区役所が独自に取り組んだ重点

事業「大学のまち・左京の推進」における「左京区大学と地域の相互交流促進事業」のひとつと

して、京都造形芸術大学大学院の演習ゼミ「学校教育の中で地域の文化遺産を保存する-効果的

な展示とは-J (担当教員:大野木啓人・伊達仁美)が提案した「学校教育の中で地域の文化遺産

の保存とその活用法を探るJである10

京都造形芸術大学がこのような活動に取り組んだ契機は、平成 15年 3月 (2003)、左京区一乗

寺に所在する修学院第二小学校で、「一乗寺こどもミュージアム」が開設されたという新聞報道で

あった。京都造形芸術大学からほど近いこともあり、学生を連れて見学に伺った。この小学校で、

は、平成 12年 (2000)度から全国で段階的に始められた「総合的な学習の時間」の取組みとし

て、平成 13年 (2001)度の 5年生が 2年聞かけて自分たちの地域について調べた口その成果

を、 3階にあった郷土資料室の資料とともにアレンジし、新たに「一乗寺こどもミュージアム」

として 1階に設置したものである。3年生の社会科や 4年生の国語科の授業での見学、父母の参

観や教育後援会の企画の際などに公開するほか、事前に相談があれば一般にも公開されている。

この展示の取組みは、学芸員や専門家、研究者など外部の人間による収集ではなく、地域の人た

ちが自分たちにとって重要だと思うものを集めていることから、より地域に根差した資料群が形

成され、公開されている点で評価できる。

平成 11年 (1999)の合併特例法改正により 2、平成 17'"'-'18年 (2005'"'-'2006)には平成の大合

併のピークを迎えた。合併において市町村の博物館や歴史民俗資料館では、施設の統廃合や収蔵

資料の廃棄さえも行われた。 地域がより大きな単位に再編されることで、地域の特色は稀薄とな

ってくることが懸念される。私たちは、民具 ・民俗資料 ・民俗文化財といった生活資料を「地域

の文化遺産」として伝えるために、市町村より小さな「小学校の校区」を単位とした資料の保存

と活用が重要なのではなし¥かと仮定した。そのような問題意識のもと、私たちは左京区内の全公

立小学校 22校および野外活動施設(花背山の家)と養正学習施設の全 24施設を対象とし、「昔

の暮らし」に関する収蔵資料の保存・活用状況についての実態調査を実施した。その結果、多く

1 平成 19年度は当事業のほか、京都府立大学人間環境学部食事学研究室「楽しく学んで、おいしく食べる健康

食」、京都大学医学部保健学科「介護予防 ・転倒予防に関する区民教室の開催」、 KITASHIRAKAWA地元学マッ

プ作製会議による iKITASHIRAKAWA地元学マップ。作製会議事業」、松ヶ崎発見事業実行委員会(京都工芸繊維

大学・松ヶ崎小学校) í左京中部南地域の安心交流拠点化へ『たんけん ・ たいけん ・ まちはっけん~J の 4 事業が
助成の対象となった。 (~歴史・文化・学問のまち左京区平成 20 年度左京区運営方針~さあきょうからはじめ

よう~~左京区役所区民部総務課編・発行、 2008 年 6 月、 29p)

2 平成 17年 3月までに合併申請、翌日年 (2006)3月までに合併をすることで、地方交付税の優遇措置が合併

後 10年間の講じられることになった。
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の小学校でそれらの資料が、実物資料を通して人々の知恵や生活の移り変わり、現代の道具に到

るまでの創意工夫を知るきっかけとなるものとして保存 ・活用されており、特に 3年生の社会科

の単元「地いきや生活のうつりかわり」でも活用されていることがわかった。また、学校におけ

る生活資料のより効果的な展示について、空間デザインが専門の大野木と、生活資料の保存修復

が専門の伊達が指導し、大学院生が考察を加えたものを、平成 20年 (2008)3月 8日のワークシ

ョップ(於京都造形芸術大学)において報告し、その内容は冊子にまとめた30

平成 29年度の学校収蔵民具の再発見事業は、小学校において地域の文化遺産としての生活資料

が保存 ・活用されていることの重要性を再確認しつつ、学校関係者はもちろん、児童や保護者、

地域住民に向けてその魅力を発信することを目的とした取組である。そのため、まず取り組んだ

のは、平成 19年度の左京区における調査成果をもとに、追跡調査を実施し、 10年後の現在の状

況を紹介するパネル展で、ある。会場は区民が集まりやすい左京区総合庁舎区民ロビーとし、長期

間の展示が可能な日程を選んだ。

次に取り組んだのは、京都市の中心部に立地する番組小学校4のなかから、特徴的な事例を紹介

する取組であり、下京区の旧安寧小学校で、取り組まれていた安寧資料室の活動を紹介するパネル

展を実施した。会場は、 下京区総合庁舎玄関ロビーで、やはり長期間の展示ができる日程を選ん

で実施した。

平成 19・20年度の調査の成果について

平成 19年度は、各小学校に収蔵されている生活資料の現状を把握するために、現地調査と聞き

取りを実施した。その結果、次の 5つに分類することができた。

A 独立した展示室で資料を常設展示し、授業で教材として活用している

学校名一明徳、 ・岩倉北 ・静原 ・修学院 ・修学院第二

B-l 独立した展示室はないが、他の形で資料を常設展示し、授業で教材として活用している

学校名-岩倉南 ・鞍馬 ・錦林 ・北白川 ・新洞

B-2 独立した展示室はなく、準備室や廊下に資料を保管し、授業で教材として活用している

学校名 人瀬・大原・ 第三錦林 ・第四錦林 ・養徳 ・下鴨 ・上高野

C 資料を収蔵しているが、常設展示や授業での使用はしていない

学校名-葵

D 資料を収蔵しておらず、地域での資料の見学 ・聞き取り学習や、施設へ行く

学校名-市原野 ・花背・養正 ・松ヶ崎

上記の各グループ。を資料の活用状況で、整理すると、次の 3つであった。

(1) 常設展示をする (A、B-l) 

(2) 授業の中で収蔵されている資料を見学し、教員が説明する (A、B-l、B-2) 

3 ~.左京区大学と地域の相互交流促進事業一学校教育の中で地域の文化遺産の保存とその活用法を探る』京都教

育大学大学院、 2008年 3月

4 番組小学校とは、明治 5年 (1872)の学制に先立つ明治 2年(1869)、地域住民によって町組(番組)ごとに

設立された小学校。下京と上京にそれぞれ 33の番組小学校が設立された。地域住民が通う小学校としては全国で

初めての小学校で、ある。

4 



(3) 収蔵されている資料や、地域や他校からの借用資料を用いて実際に体験する(ほぼ全校)

ところで、小学校に収蔵されている資料

は様々であるが、北部地域の大原・鞍馬小学

校には、農具に加えて林業の道具があり、左

京区の南端にある新洞小学校には農具は全

く収蔵されていないなど、地域の特色が反

映されている。このことから、地域の歴史文

化を守り伝えていく上で、小学校の校区は

最小且つ有効な単位であることが分かっ

た。小学校の授業で「昔のくらし」を学ぶに

あたり、必ずしも各校に資料が必要という

わけではないが、地域で使われていた道具

が資料として学校に収蔵されていること

は、学校の主たる目的ではないにせよ、学校

が地域の文化を保存するという極めて重要

な役割を果たしているといえる50

さらに、平成 20年 (2008) 度には、左

京区の明徳小学校に対象を絞り、 「地域の

文化遺産を構成に伝える拠点作り」として

「ととろのへや(現明徳小さな博物館)J 

のリニューアルをおこなった。この時、明

徳小学校の教務主任としてリニューアルを

担当してくださったのが、今回の事業の実

行委員会の委員のひとり、小)11豊子教諭で、

あった口 「明徳小さな博物館」のリニューアル作業

平成 29年度「左京区の小学校が伝える生活資料」展

平成 19年度の調査対象から、花背山の家などを省き、市立小学校に限定して人追跡調査を行っ

た。平成 19年度から収蔵・展示の状況に変化があったと回答があった、岩倉南、岩倉北、八瀬、

花背、第三錦林、葵の各小学校を訪問調査し、現況について確認した。このうち、岩倉南小学校、

花背小学校は新校舎建設に伴う収蔵・展示場所の移動があり、八瀬小学校は校舎の移転・新築によ

5石山啓・黒川清夏・ 演本直子・渡遺多賀子「左京区内の公立小学校に収蔵されている生活資料の調査報告J(前

掲『左京区大学と地域の相互交流促進事業一学校教育の中で地域の文化遺産の保存とその活用法を探る~ 1~5p 

に掲載)

6 左京区には、ノートルダム学院小学校(学校法人ノートルダム女学院、昭和 29年 3月設置)、京都文教短期大

学附属小学校(学校法人京都文教学園、昭和 57年 4月設置)、同志社小学校(学校法人同志社、平成 18年 3月設

置)の 3校の私立小学校がある。
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って収蔵 ・展示場所が変わったという事情があったになお、新洞小学校は平成 25年 (2013)3月、

錦林小学校に統合されており、そのためパネル展示で、紹介した小学校は、対象は次の 21校である。

明徳、小学校 岩倉南小学校 岩倉北小学校 八瀬小学校

大原小学校8 市原野小学校 静原小学校 鞍馬小学校

花背小学校9 錦林/J¥学校 第三錦林小学校 第四錦林小学校

北白川小学校 養正小学校 養徳小学校 下鴨/J¥学校

笑--fード小r 字J、、/校上ムー 修学院/J¥学校 上高野/J¥学校 修学院第二小学校

松ヶ崎小学校

〔展示概要〕

名 称 平成 29年度文化遺産総合活用推進事業「学校収蔵民具の再発見事業」

左京区の小学校が伝える生活資料

会期平成 30年 3月 5日(月) ~3 月 14 日(水) 10日間

平日 8: 00~21 : 00 土日 8: 00~17 : 00 初日は 13: 00開場、最終日 16: 00閉場

場所左京区総合庁舎区民ロビー

主催学校収蔵民具の再発見事業実行委員会

協 力 京都造形芸術大学日本庭園・歴史遺産研究センター

京都市文化市民局文化財保護課

左京区役所地域力推進室

来場数平日 約 1，600人 X8日=12，800人

土日約 100人 X2日=200人

合計約 13，000人

平成 29年度「安寧小学校のたからものj 展

旧安寧小学校は、平成 8年 (1996)3月に大内小学校と統合され、新たに梅小路小学校が設けら

れた。旧安寧小学校の南校舎 2階の安寧資料室は、まだ小学校があった昭和 62年(1987) 頃に設

置された。当時、自治連合会長だった西川千大氏が中心となって「書画骨董ではなく、生活の匂い

のするものを」を収集するとしづ方針が掲げられ、安寧学区の住民のくらしがわかる生活資料が集

まった。幻灯機やカメラなど、ハイカラな資料も並び、一方で農耕具がないというのは、安寧学区

が京都駅に近い立地による可能性も考えられる。

7 八瀬小学校は、平成 23年 (2011)から新校舎の建設が始まり、平成 26年 (2014)年 2月に竣工。

8 小中一貫校。

9 小中一貫校。平成 19年 (2008)4月に別所小学校(左京区花脊別所町)、八桝小学校(左京区花脊八桝町)、堰

源小学校(左京区広河原能見町)、花背第一中学校(左京区花脊別所町))花背第二中学校(左京区花脊大布施

町))堰源中学校(左京区広河原能見町)を統合し，平成 19年 4月に小中一貰教育校としてスタートした。当初

は別所小学校・花背第一中学校を使用していたが、平成 21年 (2009)4月から花背小学校 ・花背第二中学校の敷

地に新築された校舎に移転した。
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これらの活動の延長として、平成 7年 (2005)4月には『安寧の語り部』が刊行されている loo

〔展示概要〕

名 称 平成 29年度文化遺産総合活用推進事業「学校収蔵民具の再発見事業J

明治 150年関連事業

安寧小学校のたからもの

会期平成 30年 3月 6日(火) ~3 月 15 日(木) 8日間

平日 8: 30~17 : 00 土日は休み初日は 13: 00開場、最終日 16: 00閉場

場所下京区総合庁舎玄関ロビー

主催学校収蔵民具の再発見事業実行委員会

協 力 京都造形芸術大学日本庭園 ・歴史遺産研究センター

京都市立梅/J¥路/J¥学校

安寧 ・梅淫 ・大内自治連合会

京都市文化市民局文化財保護課

下京区役所地域力推進室

来場数 3/ 6 (火) 751人、 3/7 (水) 755人、 3/8 (木) 602人、 3/9 (金) 669人、

3/12 (月) 828人、 3/13 (火) 673人、 3/14(水) 683人、 3/15 (木) 625人、

合計 5，586人

今後の課題と提案

収集した時点では、集められた生活資料に関する情報は共有さえていても、担当した教員の異動

や、提供してくださ った地域住民の世代交代など、時間を経るごとに情報は希薄になってしだ。だ

からこそ資料だけを残すのではなく、名称や使用方法などの関連情報を記録し、資料と合わせて保

存することが重要である。

修学院第二小学校が取り組まれた「一乗寺こどもミュージアム」は、総合的な学習の時間を活用

し、子供たちが調査をし、その成果をまとめて発表 し、展示に活かすという画期的な取り組みをさ

れている。子供たちはテーマ別に活動をおこない、それぞれ成果をまとめた手づくりのパンフレツ

トや、ビデオも準備されるなど、地域博物館としての基礎的な活動がなされた。

今ある資料をより長く後世に残し伝えるためには、資料に関する情報(名称、その地域での呼称、

使用方法など)の収集とともに、何らかの保存処置も必要になってくる。

限られた小学校のカリキュラムの中で、これらの課題をすべて実行することは容易ではない。と

くに保存修復に関しては、文化財の保存修復コースを有する京都造形芸術大学がサポートするなど、

小学校との協業ができればよし 1かも しれない。

10西川|千大著『安寧の語り部』安寧自治連合会「安寧の歴史を探求する会」 、2005年 4月。このほか安寧学区の地

域誌としては、 安寧校百年史編纂委員会編『安寧校百年史~ (安寧校創立百周年記念事業実行委員会、 1969年)、

京都市教育委員会編『閉校記念誌安寧~ (京都市、 1999年)がある。
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資料 I 左京区の小学校が伝える生活資料
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きょうと しふうがっこう がつく つか せいかっしりぷう あっ

京都の小学校には、学区で使われてきた生活資料を集め、

地域学習の教材として授業で活用されているととろがあ

しりょう ちいき ぷん力、いさん

ります。乙れらの資料は 「地域の文化遺産」であり、それを

lまそん

保存している小学校は、大切な地域博物館で、もあるので、すO

文化庁の文化遺産を活かした文化遺産総合活用推進事業

がっこうしゅうぞうみんぐ さいはっけんしぎょう きょうとしない ζうリっしょうがっこう

「学校収蔵民異の再発見事業」では、京都市内の公立小学校

を対象に生活資料の収蔵、展示、活用状況を調査し、紹介

する取り組みをおとなっています。

とんかい てん さきょうく しょうがっζう った せいかっしリょう

今回のパネル震 「左京区の小学校が伝える生活資料」で

主きょうく こうリっしょうがっζう

は、 左京区の公立小学校 21校の生活資料の収蔵状況を紹

介します。

※本展に使用している写真は、平成 19年度の左京区役所 「左京区大学と地域の

相互交流促進事業Jの謂査をもとに、補足調査の成果を加えたものです。

アクセス・お問し 合わせ

左京区総合庁舎区民ロビ一
千606-8511京都市左京区松ケ崎堂ノ上町7番地の2

まま 075-702-10∞ (左京区総合庁舎代表)

-京都市営地下鉄

. i松ヶ崎」駅から徒歩約8分

・京都市営パス

. i左京区総合庁舎前」停留所 (4，65考系統)から徒歩約 3分

・「高木町」停留所 (65，204， 206，北8号系統)から徒歩約9分

・「総ヶ崎海尻町J停留所 (65，~ヒ 8 号系統)から徒歩約 6 分

展示について 包075-791-9287(京海道形芸術大学医史遺産学総伊遣研究室)平日 9:00"-'17:00

回 gakkou.mingu@gmail.com
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大原小学校 大原ふるさと資料館

市原野小学校
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静原小学校 静原ふるさと資料室

鞍馬小学校資料室
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花背小学校 みんなのリビング

錦林小学校 錦林ギャラリー
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第三錦林小学校 資料室

第四錦林小学校 ふるさと館
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北白)11小学校

養正小学校
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養徳小学校歴史資料室

下鴨小学校資料室
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葵/J ¥学校

修学院小学校 ふるさとひろば
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上高野小学校 上高野郷土資料室

修学院第二小学校 一乗寺こどもミュージアム

19 



松ヶ崎小学校

左京区総合庁舎区民口ビ-展示風景
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安寧小学校のたからもの資料H
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京都の小学校には、学区で使われてきた生活資料を集め、

地域学習の教材として授業で活用されているところがあり

ます。これらの資料は 「地域の文化遺産jで、それを保存して

ょうがっ ζ う たいせっ ちいきはくぶつかん

いる小学校は、大切な地域博物館でもあるのです。

文化庁の文化遺産を活かした文化遺産総合活用推進事業

「学校収蔵氏呉の再発見事業jでは、京都市内の公立小学校

たいしょう せいかっし哩ょう し@うそ.う てんじ かつようし ようきょう ちょうさ しょうかい

を対象に生活資料の収蔵、展示、活用状況を調査し、紹介す

る取り組みをおこなっています。

こんかい てん あんねt、しょうかっこう I!んぐみしょう

今同のパネル展 「安寧小学校のたからものJでは、番組小

あんねい L~うがっこう がっ〈 ひk 雪 I う~ 1 < 

学校のひとつであった安寧小学校で、 学区の人たちの協力に

あん tl. ・~ !うかっ=ぅ

よって収集された生活資料を紹介します。安寧小学校は、

大内小学校と統合され海小路小学校となりましたが、これら

もとあんねいしょうかつニう ドんざい ちいき ひとびと セいせつ ιぞん

は「元安寧小学校Jで現在も地域の人々によって大切に保存、

展示がされています。

アクセス・お問い合わせ

下京区総合庁舎区民ロビー
宇600・8588 京都i市下 J~t 区西日01段通泡小路上る東出小路町 608 ~陸地の 8

愈 07シ371・7103(下京区総合庁舎地峡カ推進諜)

-屯Ej{

-地下鉄鳥メL線 ・JR~号線 ・ 近鉄Jî明:総「京高官叡J 下車徒歩 5 分

醤 パス

・京都市営パス「下五{t(総合庁舎前Jf.Qiすぐ

疑示について 念 075・791・9287{京郎 iå }f~Z('骨太学売川 ift ，y 4i" '4 伊追研究宅}ヤH 守的"寸・後 3 時

自 gakkou.mingu@gmail.com
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安寧小学校の歴史

.t...ぬい1，.，うT'"ごう

安寧小学校は、明治 2年

叫路

第

山改

名

肌小

京

ぞ泊

校

凶
・
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H
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…鰍

け恥

恥

肘

凶
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山
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川
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巾
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川
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小

』

仏

ョ
丘

組
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M

凶人

番

れ

G
U西
幻

さ

じaうぽ令ぜい

の 「安寧」は、平安時代の条坊制においてこのあたりを

「委筆努Jと呼んだことに由来します。

明治7年 (1874)にE訳詩連句へ、明治 16年 (1883)
みかたζんやも .， 

iこ御方紺屋町へ、そして昭和 34年 (1959)には堀川通拡

幅のため挑をし、現在の元安寧d峨の地に室りまし

た。

その後、平成8年(1996)3月天的小学校と統合され、

が地小学校となりました。現在は、地域の活動の場と

して利用されています。

解説ノマネル 「安寧小学校の歴史」

安寧資料室について

安寧学区の歴史資料や

生活用具が収められた資

料室づくりは、昭和 62

年 (1987)頃に始められ

ました。

じら九んごラ2かいち.， に I.. ~，b !>l>!'>

当時の向治連合会長の凶}f!千大氏が中心となり、 「安

に)1 ζ ヲ tH>ん

いものでも生活の匂いのするもの。骨盤品はいらない。j

という芳許を鑓げ、集められました。住民からの41hの

連絡があれば資料を取りに向かい、展示ケースは 「丸物j

8んてつ¥)<0..かてん し c. ，たん ~oI.<tヮ

(当時の京都近鉄百貨癌)から、床に敷く繊穫は隣接する

京都グランドホテノレ(現リーガロイヤノレホテル京都)か
ふょうひん

ら不用品をもらうなど、まさに地域住民による手作りの

資料室です。

資料は、町のくらしで使われていたものが多く、なか
げ.vt，8 

には幻燈機やカメラなどハイカラなものがみられます。

解説パネル 「安寧資料室について」

番組小学校とは
>>'<ぜいζ うふ すいしん

明治政府は、明治 5年 (1872)の学制公布によって、近代教育制度を推進し

ました。京都では、それに先立つ明治2年 (1869)、町衆たちの寄付等によって、

身分や性別に関わらず地域の子供たちが通う小学校が 64校開校しています。
ち£うぐみ せ。ち

それは、番組と呼ばれた当時の町組ごとに設置され、番組小学校と呼ばれました。
かみ ~t う〈 畠かfょうく しも ~l う〈

番組小学校が設置されたのは京都の中心部、現在の上京区・中京区・下京区 ・

策目E-£京色、以上5区の一部の地域です。その後、少子化なとoの影峯で続

蕗善が進み、その威砲は、京都国際マンガミュージアム (上京第 25番組小学

校の福池校〉、京都芸術センター(下京第 3番組小学校の説話校)、京都市学校

歴史博物館(下京第 11番組小学校の説会校)、漢字 ミュージ、アム 〈下京第 33

番組小学校の弥栄校)などに活用されています。

解説ノマネル 「番組小学校と は」
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…
 

手提げ煙草入れ

花瓶

きざみ煙草入れ

手押し消火ポンプ

五色豆看板

銭函

I J ¥秤

皿はかり

富くじ箱

文久時代の書類ダンス

大正時代のはかリ

…
 

カメラ

蓄音機

幻燈機

力メラ

真空管ラジオ

25 
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下京区総合庁舎玄関口ビー展示風景
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資料Ⅲ  学校収蔵民具の再発見事業実行委員会 規約 

 

（名称及び目的） 

第１条 本会は学校収蔵民具の再発見事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）と称し、 

京都市内の市立小学校が収集し保管、活用してきた地域の文化遺産である民具に焦点を当 

て、その再発見を目的とした諸活動に取り組み、学校と地域の粋を深め、地域固有の文化を 

掘り起こした地域活性化につなげることを目的とする。 

（事業） 

第２条 本会は前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（１） 学校収蔵民具の紹介展および講演会の企画、設営、運営 

（２） 学校収蔵民具の紹介をするリーフレットの発行、配布 

（３） 学校収蔵民具の活用を通じた地域活性化のプランの研究、提示 

（役員） 

第３条 本会に次の役員を置く。 

会  長    １名 

副 会 長    １名 

会  計    １名 

２ 前項の役員は、互選によって選出する。 

（役員の任務） 

第４条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、副会長がその職 

務を代理する。 

３ 会計は、経理を担当する。 

（役員の任期） 

第５条 役員の任期は、一年間とする。ただし再任を妨げない。 

（会議の招集） 

第６条 本会の会議は、会長が招集し会議の議長となる。 

２ 会議の議決は、出席者の過半数の同意をもって決定する。 

３ 会議は、議決した事業方針に基づく事業の執行に関すること及びその他の会務に関する事 

項を決定する。 

（会計年度） 

第８条 本会の会計年度は、４月１日より３月３１日までとする。 

 

附則 

この規約は、平成２８年１２月１日から施行する。 
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資料Ⅳ  学校収蔵民具の再発見事業実行委員会 役員 

 

学校収蔵民具の再発見事業実行委員会 

委員長    用 田  政 晴  滋賀県立琵琶湖博物館名誉学芸員 

委 員    小 川  豊 子  元京都市立小学校教員 

 委 員    溝 邊  悠 介  奈良県立民俗博物館主任学芸員 

 

資料Ⅴ  展示スタッフ 

 

企画・運営 

用 田  政 晴 滋賀県立琵琶湖博物館名誉学芸員 

小 川  豊 子 元京都市立小学校教員 

○ 伊 達  仁 美 京都造形芸術大学歴史遺産学科教授 

奥 村  晃 代 京都造形芸術大学非常勤講師 

関 野  遊 子 京都造形芸術大学歴史遺産研究センター 

        ○はリーダー 

展示協力 

京都造形芸術大学大学院 

今 村    栞 

佐々木 麻衣 

京都造形芸術大学芸術学部歴史遺産学科 

加 藤    彬 

甲 斐  晴 菜 

白 井  杏 華 

清     彩 華 

堀 岡  奈 央 

百 瀬 さくら 

山 本  千 都 

デザイン 

大野木 喜 世 
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